
奈良県立医科大学・医学部・病院教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４６０１

基盤研究(C)（一般）

2019～2017

前頭眼野（FEF）刺激による術中誘発眼球運動モニタリング（PEEM）の開発

Piezo-sensor recording evoked extraocular movement elicited by transcranial 
electrical stimulation to frontal eye field

３０４０５３８６研究者番号：

本山　靖（Motoyama, Yasushi）

研究期間：

１７Ｋ１０９０４

年 月 日現在  ２   ７   ８

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：眼球運動の記を圧センサーで記録することに成功した。次に、眼球運動記録を眼電図
および外眼筋筋電図でも同時に記録することに成功した。その中で、圧センサーによる眼球運動測定が、感度の
点で眼電図より優れており、簡便である点からも十分に臨床応用が可能であることを確かめることが出来た。ま
た、経頭蓋刺激による眼球運動の誘発も成功した。加えて、腫瘍摘出中の眼球運動誘発も数例であるが可能とな
り、これを眼球運動として記録することにも成功した。

研究成果の概要（英文）：In this study we succeeded recording the eye movements by using a piezo 
sensor. Next, we succeeded in simultaneously recording the eye movement record in the 
electrocardiogram and the extraocular muscle EMG. Among them, it was confirmed that the eye movement
 measurement by the piezo sensor was superior to the electrooculogram in terms of sensitivity and 
could be sufficiently clinically applied because it was simple. We also succeeded in inducing eye 
movement by transcranial stimulation. In addition, it was possible to induce eye movements during 
tumor resection, although this was only a few cases, and we succeeded in recording this as eye 
movements.

研究分野： 術中神経モニタリング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
経蝶形骨洞的下垂体腫瘍摘出術を中心に内視鏡を用いた低侵襲な頭蓋底手術は近年、大きく進歩している。この
潮流の中で、機能温存の観点からより安全性の高い手術を担保するために神経モニタリングが重要である。眼球
運動障害は頭蓋底手術において起こりうるリスクの高い合併症であり、回避すべき課題である。いまだモニタリ
ングシステムの確立には至っていないが、術中モニタリングの小さなシンポは頭蓋底手術の発展に寄与するもの
と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

内視鏡による頭蓋底手術が近年急速に発達してきた。脳腫瘍を中心とした頭蓋

底手術において、眼球運動障害が起こる危険性がある。近年手術の安全性を担保

するために、術中神経モニタリングが急速に進歩している。しかし、眼球運動神

経の術中モニタリング法は確立されておらず、新たなモニタリング手法の開発

が望まれる状況である。 

 

２．研究の目的 

内視鏡下経蝶形骨洞的的下垂体腫瘍摘出術において、眼球運動を司る動眼神経

と外転神経の健全性をモニタリングする圧センサーの開発 

 

３．研究の方法 

内視鏡的下垂体手術において、経頭蓋刺激による眼球運動誘発を試みた。さらに、

眼球運動の記録が筋電図、眼電図、圧センサーで可能であるか実際の臨床症例に

おいて調査を行った。 

 

４．研究成果 

まず眼球運動の記を圧センサーで記録することに成功した。次に、眼球運動記録

を眼電図および外眼筋筋電図でも同時に記録することに成功した。その中で、圧

センサーによる眼球運動測定が、感度の点で眼電図より優れており、簡便である

点からも十分に臨床応用が可能であることを確かめることが出来た。また、経頭

蓋刺激による眼球運動の誘発も成功した。加えて、腫瘍摘出中の眼球運動誘発も

数例であるが可能となり、これを眼球運動として記録することにも成功した。一

方で、眼球運動モニタリングの開発にあたって困難であったのが術中の経頭蓋

電気刺激による恒常的な眼球運動の誘発であった。神経モニタリングとしての

安定性においては、定期的に眼球運動が誘発出来るシステムの構築が課題であ

ることが浮き彫りになった。しかし、この課題に取り組む中で適切な前頭眼野刺

激を行う方法として、ニューロナビゲーションを用いた術前刺激電極設置法が



確立されたことは、研究を進める中での収穫であった。現時点で解決された研究

課題としては、眼球運動記録簡便性において圧センサーの優位性と簡便性を確

認することができたこと、より精緻な記録には侵襲性をともなうものの針電極

を用いた筋電図測定が有用であることが明らかになったことが挙げられる。 

 

経蝶形骨洞的下垂体腫瘍摘出術を中心に内視鏡を用いた低侵襲な頭蓋底手術は

近年、大きく進歩している。この潮流の中で、機能温存の観点からより安全性の

高い手術を担保するために神経モニタリングが重要である。眼球運動障害は頭

蓋底手術において起こりうるリスクの高い合併症であり、回避すべき課題であ

る。いまだモニタリングシステムの確立には至っていないが、術中モニタリング

の小さな進歩は頭蓋底手術の発展に寄与するものと考える。 
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